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シルバー人材センターシンボルマーク
　このマークは、全国のシルバー人材セン
ターで働く高齢者が広く連携し、共に働き、
共に助け合っていくことをめざして作成し
たものです。
　デザインは、シルバー（Silver）の「S」
とセンター（Center）の「C」で飛翔する
鳥と、動き出す人の姿を表現しています。

第 66 号
令和 5 年 1 月 1 日

発　行
公益社団法人

安曇野シルバー人材センター
住　所

安曇野市豊科 4155-1
ＴＥＬ 0263-72-5800
ＦＡＸ 0263-73-6484

シルバー安曇野

（1）令和 5 年 1 月 1 日

令
和
5
年
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年

も
色
々
な
面
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
人
々
の
動
き
が
活
発
に

な
り
、や
や
前
向
き
な
活
動
が
増
え
た
と
は
い
え
、

依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
、
い
ず
れ
も
収
束
の
兆
し
は
見
え
ず
、
国

内
に
お
い
て
は
、
円
高
、
国
葬
、
統
一
教
会
問
題
な
ど
な
ど
、
昨
年
は
混
と
ん
と

し
た
1
年
で
し
た
。「
禍
福
は
糾あ
ざ
なえ
る
縄
の
ご
と
し
」、
今
年
は
新
雪
に
暖
か
な
日

差
し
が
差
し
込
み
、
雪
の
結
晶
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
朝
の
よ
う
な
、
清
々
し
く
凛

と
し
た
年
に
な
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
昨
年
の
活
動
状
況
は
、
高
齢
者
雇
用
安
定

法
の
改
正
等
の
影
響
も
あ
り
、会
員
数
は
約
９
０
０
人
と
、ほ
ぼ
横
ば
い
に
留
ま
っ

た
も
の
の
、
契
約
金
額
は
、
令
和
４
年
10
月
末
現
在
で
約
4
億
円
と
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ

禍
前
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
自
ら
の
能
力
を
活
か
し
、
健
康
で

意
欲
的
に
活
動
し
て
下
さ
っ
た
賜
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
の
セ
ン
タ
ー
も
、
全
国
の
セ
ン
タ
ー
同
様
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り

ま
す
。
い
か
に
し
て
会
員
数
を
確
保
、
拡
大
し
て
い
く
か
、
い
か
な
る
方
法
で
新

た
な
就
業
機
会
を
確
保
し
て
い
く
か
、
会
員
の
皆
様
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
環

境
を
い
か
に
し
て
整
備
し
て
い
く
か
と
い
う
、
古
く
て
新
し
い
課
題
に
加
え
、
会

員
の
平
均
年
齢
が
年
々
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
特
定
分
野
で
の
後
継
者
不
足
や
会

員
・
事
務
局
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
の
必
要
性
な
ど
、
新
た
な
課
題
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
で
き
る
こ
と

か
ら
行
動
に
移
す
な
ど
、
常
に
将
来
を
展
望
し
た
施
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
、

今
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
員
Ｏ
Ｂ
の
弛
ま
ぬ
努
力
の
結
晶
で
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
30
年
の
歴
史
を

持
つ
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
後
を
継
い
で
日
々
黙
々
と
自
ら
の
活
動
に
励
ん
で
い
る
現

会
員
の
地
道
な
働
き
で
、
40
周
年
と
い
う
節
目
に
向
か
う
新
し
い
年
を
迎
え
、
安

曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
次
代
の
た
め
に
、
一
会
員
と
し
て
何
が
で
き
る

か
を
改
め
て
問
い
直
す
年
と
し
た
い
。

御宝田湧水池の白鳥 （写真提供：安曇野市観光協会）

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長
　
田 

野 

尻 

　
正



記
念
マ
レ
ッ
ト

　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会

（互
助
会
と
の
共
催
）

８
月
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
者
数
増
加
の
た
め
延
期
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
５
年
に
開
催
予
定
で
す
。

互
助
会
と
打
合
せ
の
上
、
改
め
て
連

絡
を
い
た
し
ま
す
。

30
周
年
記
念
誌
発
行

12
月
～
1
月
に

お
手
元
に

お
届
け

し
ま
す
。

設立3
0周年

記念誌

設立3
0周年

記念誌

設立3
0周年

記念誌

設立3
0周年

記念誌

公益社団
法人 安

曇野シル
バー人材

センター

安　曇
　野

安　曇
　野
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令
和
５
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
初
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
安
曇
野
市
政
の

推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
関
係
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
尽

力
、ご
努
力
の
も
と
、会
員
の
皆
様
の

知
識
と
技
能
、
豊
富
な
ご
経
験
を
活

か
し
て
地
域
社
会
の
活
性
化
に
大
き

く
ご
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

は
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
き
、
活
動
の
制
約
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
場
面
も
多
く
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
多
様
な
就
業

機
会
の
提
供
に
よ
る
会
員
の
社
会
参

加
や
会
員
の
確
保
な
ど
に
励
ま
れ
た

と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。

我
が
国
が
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
中
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
活

躍
で
き
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
に
向
け

た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
就
業

先
の
確
保
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
会
員
の
皆
様
の
生
き
が
い
と
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
結
ぶ
貴
セ
ン
タ
ー
の
役
割

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
曇
野
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市

民
の
皆
様
が
安
曇
野
に
愛
着
や
誇
り
を

持
ち
、
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

安
曇
野
市
長
　 

太
　
田
　
　
寛

理　

事　

長 

田
野
尻　
　
　

正

副
理
事
長  

有　

賀　

朝　

一

専
務
理
事 

大　

向　

弘　

明

理　
　
　

事 

丸　

山　

知　

子

〃  

胡　
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壽　

明

〃  

青　

栁　
　
　

等

〃  

藤　

澤　

靖　

雄

〃  

尾
日
向　

芳　

雄

〃  

松　

田　

清　

志

〃  

山　

口　
　
　

登

〃  

宮　

下　

定　

義

〃  

小　

林　

和　

子

監　
　
　

事 

赤　

澤　

喜　

夫

〃  

和　

田　
　
　

博

事　

務　

局 

職　

員　

一　

同

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地域から信頼される地域から信頼される
シルバー人材センターを目指します。シルバー人材センターを目指します。
みんなで「事故ゼロ」をみんなで「事故ゼロ」を
目指します。目指します。

　

７
月
29
日
午
後
１
時
30
分
よ
り

豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
諏
訪
中
央
病
院
（
茅
野
市
）

名
誉
院
長
の
鎌
田
實
先
生
を
講
師

に
「
70
歳
、
人
生
は
も
っ
と
楽
し

く
な
る　

働
く
こ
と
が
健
康
に
つ

な
が
る
」
と
題
し
て
講
演
会
を
開

催
し
、
約
２
６
０
名
が
聴
講
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
先
生
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛
中
に
筋
肉
量

の
減
少
や
認
知
機
能
の
低
下
に
よ

り
、
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
に
な
り

や
す
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。

毎
年
10
月
を
全
国
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
「
普
及
啓
発
促
進

月
間
」
と
位
置
づ
け
、
５
地
域
５

カ
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
は「
安

曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設

立
30
周
年
記
念
事
業
サ
ン
ク
ス
イ

ベ
ン
ト　

記
念
奉
仕
活
動
」
と
銘

打
ち
、
地
域
社
会
へ
の
日
頃
の
恩

返
し
と
感
謝
の
意
味
を
込
め
て
、

５
地
区
10
カ
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

総
勢
１
６
６
名
の
皆
さ
ま
に
参

加
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

に
汗
を
流
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

は
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
多
く

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、「
地

域
の
行
事
に
は
な
る
べ
く
参
加
す

る
の
が
大
事
」
と
し
、そ
の
他
に
、

運
動
、
太
り
す
ぎ
な
い
、
酒
を
飲

み
す
ぎ
な
い
、
タ
バ
コ
は
吸
わ
な

い
等
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
長
年
理
事
長
を
務
め
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
連
帯
基
金
」
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
の
支
援
活
動
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

鎌
田
先
生
の
軽
妙
で
説
得
力
の

あ
る
話
に
皆
さ
ん
満
足
さ
れ
た
様

子
で
し
た
。

安曇野シルバー人材センター　　設立30周年記念事業　　進捗状況報告！

当センターの設立30周年を記念して各種事業が実施されました。前回号で概要と途中経過を掲載
させていただきましたので、７月以降の事業について報告させていただきます。

鎌
　
田
　
實
　
講
　
演
　
会

働
く
こ
と
が
健
康
に
つ
な
が
る
・
・
・
２
６
０
名
が
聴
講

サ
ン
ク
ス
イ
ベ
ン
ト

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
会
員
１
６
６
名

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
汗
!!

感謝の気持ちを込めて
30周年記念奉仕活動

豊
科 

10
月
21
日　
37
名

　
・
県
立
こ
ど
も
病
院

　
・
豊
科
老
人
セ
ン
タ
ー

穂
高 
10
月
24
日　
40
名

　
・
穂
高
会
館

　
・
穂
高
社
協
周
辺

三
郷 

10
月
３
日　
46
名

　
・
三
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
・
三
郷
文
化
公
園

堀
金 

10
月
27
日　
19
名

　
・
堀
金
社
協
周
辺

　
・
堀
金
中
学
校

明
科 

10
月
27
日　
24
名

　
・
龍
門
淵
公
園
周
辺

　
・
市
役
所
明
科
支
所

サンクスイベント　記念奉仕活動実績

 ご協力ありがとうございました！
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コ
ロ
ナ
前（
令
和
元
年
度
）ま
で
に
回
復
な
る
か
？

コ
ロ
ナ
前（
令
和
元
年
度
）ま
で
に
回
復
な
る
か
？

契
約
額
は
前
年
度
を
約
６
％
上
回
る

契
約
額
は
前
年
度
を
約
６
％
上
回
る
!!

安
全
就
業
だ
よ
り

令
和
四
年
度

　「
安
全
・
適
正
就
業
標
語
」

最
優
秀
賞

　
　
小
林
　
和
子
会
員
（
豊
科
地
区
）

　
　
矢
吹
　
寛
会
員
（
豊
科
地
区
）

優
秀
賞

　
　
山
田
　
詔
一
会
員
（
豊
科
地
区
）

安
全
の　

手
間
は
惜
し
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

再
確
認

慣
れ
と
過
信
は

　
　
　
　
　
　
　
　

事
故
の
も
と

始
業
前　

必
ず
や
ろ
う

危
険
予
知　

潜
む
危
険
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
逃
す
な

衛
生
委
員
会
よ
り

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
契
約
額
の
実

績
は
、
３
億
９
５
０
１
万
円
で
、
対
前

年
度
比
6.0
％
増
、
金
額
で
２
２
３
１
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
２
年

間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
減
少
傾
向
で
し
た
が
、

今
年
度
に
入
り
か
な
り
持
ち
直
し
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元
年
度
の
水
準
ま
で

戻
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
。

請
負
事
業
、
派
遣
事
業
と
も
順
調
に

推
移
し
、
請
負
事
業
は
前
年
度
比
6.0
％

増
、
金
額
で
２
０
４
８
万
円
増
、
派
遣

事
業
は
前
年
度
比
6.4
％
増
、
金
額
で
１

８
３
万
円
伸
び
て
い
ま
す
。

会
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
聞
等
に
よ

る
新
入
会
員
説
明
会
の
積
極
的
な
周
知

を
行
い
ま
し
た
が
、
前
年
度
に
比
べ
４

人
増
の
８
９
２
人
と
鈍
い
伸
び
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
員
拡
大
と
就
業

機
会
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
一
層
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
19
日
午
前
中
に
長
野
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
に
よ
る
安

全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
明
科
地
区
の
刈
払

機
に
よ
る
草
刈
り
作
業
現
場
の
就
業
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

県
シ
連
安
全
・
適
正
就
業
対
策
委
員

か
ら
「
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
作
業
し

て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
」
と
の
評
価
を

い
た
だ
い
た
。
一
方
、「
シ
ル
バ
ー
が

作
業
中
と
分
か
る
よ
う
な
注
意
喚
起

（
コ
ー
ン
の
設
置
等
）
を
し
て
ほ
し
い
」

等
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
シ
連
パ
ト
ロ
ー
ル
の
前
に
、
当
セ

ン
タ
ー
独
自
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
明

科
以
外
の
４
地
区
で
同
時
実
施
し
、
当

セ
ン
タ
ー
安
全
・
適
正
就
業
委
員
か
ら

い
く
つ
か
の
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

指
摘
事
項
等
は
、
今
後
の
事
故
防
止

に
役
立
て
更
な
る
安
全
就
業
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
会
員
の
皆
様
か
ら
14
点
の
応

募
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

当
シ
ル
バ
ー
で
、
審
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
最
優
秀
賞
一
点
と
優
秀
賞
二
点
を
選

考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
の
拡
大
を
目
的
に
、
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
と
連
携

し
て
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
「
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
「
好
感
度
ア
ッ
プ
の
お
し
ゃ
れ

術
」
を
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
田

中
真
弓
先
生
を
講
師
に
25
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

　

60
歳
を
過
ぎ
た
ら
怖
い
も
の
な
し
、
お

し
ゃ
れ
で
何
で
も
自
由
に
自
分
を
楽
し
む

方
法
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
元
気
で
さ
ら
に
輝
き
た
い
シ
ニ

ア
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

前
回
号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
昨
年
６

月
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
衛

生
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 　

労
働
者
（
セ
ン
タ
ー
職
員
及
び
派
遣

就
業
会
員
）
の
健
康
障
害
の
防
止
や
健
康

保
持
増
進
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査

及
び
審
議
す
る
機
関
で
す
。

　

委
員
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
産
業
医

（
安
曇
野
市
医
師
会
理
事　

中
野
武
先
生
）

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
派
遣
就
業
会
員
に

定
期
的
に
届
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
、
年
度
当
初
に
就

業
開
拓
及
び
会
員
拡
大
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
実
績
と
し
て
伸
び
悩

ん
で
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
就
業
開
拓
及
び
会
員

拡
大
に
向
け
、
も
う
一
度
お
知
り
合
い

の
方
等
に
お
声
掛
け
頂
き
、
是
非
、「
１

会
員
１
就
業
先
開
拓
」「
１
会
員
１
新

規
会
員
紹
介
」
を
目
標
に
、
更
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

仕
事
や
新
入
会
員
を
紹
介
し
て
頂

け
る
方
は
、
会
員
の
氏
名
に
新
規
開
拓

就
業
先
又
は
新
入
会
員
希
望
者
の
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
任
意
の
用
紙
に

記
入
の
う
え
、事
務
局
ま
で
持
参
又
は
、

社
協
各
支
所
の
「
連
絡
箱
」
に
投
入

い
た
だ
く
か
、
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
73
・

６
４
８
４
）
等
で
お
送
り
下
さ
い
。

な
お
、
新
規
就
業
先
と
の
契
約
が

成
立
し
た
場
合
や
紹
介
い
た
だ
い
た
方

が
入
会
さ
れ
た
場
合
、
紹
介
い
た
だ
い

た
会
員
に
「
商
品
券
」
を
お
贈
り
致
し

ま
す
。

令
和
４
年
度　

事
業
実
績
（
４
月
～
10
月
）

区　　分 令和 4 年度
（10 月末）

令和 3 年度
（10 月末） 増　減 対前年比

会 員 数 892 人 888 人 4 人 100.5%

請
　
負

受注件数 3,130 件 3,144 件 △ 14 件 99.6%
契約金額 36,466 万円 34,418 万円 2,048 万円 106.0%

内
訳

公共 6,300 万円 6,169 万円 131 万円 102.1%
民間事業所 22,144 万円 20,968 万円 1,176 万円 105.6%
一般家庭 8,022 万円 7,281 万円 741 万円 110.2%

派遣請求額 3,035 万円 2,852 万円 183 万円 106.4%
合計（請負＋派遣） 39,501 万円 37,270 万円 2,231 万円 106.0%

10 月までの事業実績

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業

コ
コ
ロ
と
き
め
く

　
　「
好
感
度
ア
ッ
プ
の

お
し
ゃ
れ
術
」
開
催
!

「好感度アップのおしゃれ術」
講演する田中真弓先生

就
業
開
拓
・

会
員
拡
大
に
つ
い
て

「
１
会
員
１
就
業
先
開
拓
」

「
１
会
員
１
新
規
会
員
紹
介
」

～
紹
介
者
に
商
品
券
～

安全パトロール実施

県シ連安全委員が
就業状況を確認

入
選
作
品
の
紹
介

冬  

場  

の  

健  

康  

管  

理 

感
冒
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
流
行
性
腸
炎
な
ど
の
感
染
症
が
増
え
る
季
節
で

す
。
そ
れ
に
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
再
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
の
予
防
対
策
は
共
通
し
ま
す
。

●
換
気
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク
な
ど
は
当
然
と
し
て
　
可
能
で
あ
れ
ば
人
混
み
や

雑
踏
を
避
け
る
こ
と

●
室
温
に
気
を
付
け
　
空
気
の
乾
燥
に
注
意
す
る

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
複
流
行

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
前
者
に
つ
い
て
過
去
２
年
間
大
き
な
流
行
が
な
く
、
人

間
社
会
が
維
持
し
て
い
た
免
疫
機
能
（
集
団
免
疫
）
が
低
下
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

半
年
季
節
が
ず
れ
る
南
半
球
の
現
状
を
見
れ
ば
、
や
は
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
そ
う
で
す
。
個
人
個
人
の
対
策
が
重
要
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。

安
全
就
業

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

い
つ
ま
で
も

　

働
く
喜
び

　
　

無
事
故
か
ら

見
逃
す
な

　

ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ

　
　
　
　

あ
の
経
験

産業医　中野武先生からのメッセージ

安全就業に
努めましょう



令和 5年 1月 1日 シ ル バ ー 安 曇 野 第66号（6）

　

会
員
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
年
も
健
康
で
元
気
に
シ
ル
バ
ー

の
仕
事
に
就
業
し
よ
う
と
、
決
意
を
新
た

に
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
設
立
30
周
年
を
迎
え
た
節
目
の
年
と

し
て
、
記
念
植
樹
・
記
念
講
演
会
・
又
サ

ン
ク
ス
イ
ベ
ン
ト「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

等
の
記
念
事
業
が
、
皆
様
か
ら
協
力
を
い

た
だ
き
実
施
で
き
ま
し
た
。
一
部
事
業
は

コ
ロ
ナ
感
染
対
応
で
延
期
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
し
た
が
、
引
き
続
き
計
画
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
第

８
波
の
感
染
が
拡
大
し
始
め
、
ま
だ
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
様
な
状
況
が
一
日
も
早
く
収
ま

り
普
通
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
を
切
に
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
体
調
管
理

に
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
健
康
で
元
気

よ
く
、
シ
ル
バ
ー
理
念
の
も
と
、
ケ
ガ
・

事
故
等
な
い
よ
う
安
全
に
就
業
で
き
る
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
務
・
調
査
広
報
部
会

藤
澤
　
靖
雄
、
松
田
　
清
志

小
林
　
和
子
、
丸
山
　
知
子

１
月
分
は
、
２
月
20
日
（
月
）

２
月
分
は
、
３
月
20
日
（
月
）

３
月
分
は
、
４
月
20
日
（
木
）

４
月
分
は
、
５
月
19
日
（
金
）

５
月
分
は
、
６
月
20
日
（
火
）

６
月
分
は
、
７
月
20
日
（
木
）

令
和
3
年
12
月
か
ら
令
和
４
年
11
月

ま
で
の
１
年
間
（
１
月
振
込
～
12
月
振

込
）
の
配
分
金
支
払
証
明
書
（
派
遣
会

員
に
は
源
泉
徴
収
票
）
を
１
月
中
旬
ま

で
に
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

所
得
税
法
上
、
配
分
金
収
入
は
「
雑

所
得
」
に
、
派
遣
就
業
で
支
払
わ
れ
た

賃
金
は
「
給
与
所
得
」
に
区
分
さ
れ
ま

す
。申

告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
収
入
の

種
別
、
合
算
等
に
よ
り
個
々
に
異
な
る

た
め
、
申
告
の
際
に
税
務
署
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

就
業
後
は
速
や
か
に
就
業
報
告
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

締
め
切
り
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん

と
、
配
分
金
が
１
ヶ
月
遅
れ
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
よ
り

事
務
局
よ
り

輝
く
同
世
代
と
共
に

穂
高
　
西
條
　
幸
生

健
康
の
た
め
に

身
体
を
動
か
す
こ

と
が
し
た
く
て
登

録
し
ま
し
た
。
街
を
美
化
す
る
緑
化
活

動
や
子
ど
も
達
と
触
れ
合
え
る
事
務
業

務
、
花
壇
の
手
入
れ
を
手
伝
っ
て
き
ま

し
た
。

働
く
姿
を
見
か
け
た
方
か
ら
爽
や
か

な
挨
拶
を
交
わ
さ
れ
る
と
交
流
が
で
き

た
嬉
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
世
代
に
な
る
と
や
り
た
い

こ
と
や
、
や
れ
る
こ
と
も
限
ら
れ
て
き

ま
す
。
毎
日
ぼ
ん
や
り
と
過
ご
す
よ
り

マ
イ
ペ
ー
ス
で
働
き
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
、
明
る
い
気
持
ち
を
持
た
せ
て
く
れ

る
場
が
必
要
で
す
。
輝
く
思
い
を
抱
い

た
す
て
き
な
同
世
代
と
働
く
喜
び
を
分

か
ち
あ
え
る
は
ず
で
す
。
登
録
に
迷
っ

て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
勇
気
を

出
し
て
欲
し
い
で
す
。

シ
ル
バ
ー
も
現
役
だ
!

豊
科
　
小
西
　
茂

バ
ー
バ
リ
ー
の
ス

ー
ツ
は
不
要
、
肩

書
名
刺
と
社
用
ゴ

ー
ル
ド
カ
ー
ド
も
要
ら
な
い
、
毎
日
ス
テ

ー
キ
を
食
べ
る
食
欲
も
失
せ
た
。

今
あ
る
の
は
時
間
と
心
の
余
裕
、
人

生
晩
年
を
迎
え
、
偉
い
医
大
教
授
よ
り

会
っ
て
み
た
い
人
が
必
要
だ
、
そ
こ
に

生
き
る
意
味
が
あ
る
、
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
を
人
に
伝
え
る
事
が
出
来
て
い
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の
価
値
に
し
が

み
つ
か
な
い
と
何
で
も
出
来
る
し
楽
し

い
、
体
力
は
衰
え
て
も
い
い
そ
の
時
々

で
大
切
な
も
の
が
あ
る
、
今
そ
ん
な
自

身
の
適
性
を
見
つ
け
つ
つ
あ
る
。

堀
金
公
民
館
の
会
議
室
等
の
予
約
管

理
業
務
を
お
手
伝
い
し
て
い
る
、
先
輩

諸
氏
も
輝
い
て
い
る
、
館
長
、
職
員
の

皆
様
も
礼
節
、
人
に
恵
ま
れ
働
け
て
い

る
。「

老
い
は
成
熟
で
あ
っ
て
、
活
力
の

低
下
で
は
な
い
ら
し
い
」
い
つ
ま
で
も

現
役
だ
。

●
　
会
　
員
　
の
　
声
　
●

編
集
後
記

配
分
金
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

就
業
報
告
書
の
提
出
は
早
め
に
！

配
分
金
及
び
派
遣
給
与
の
振
込
日


